
Ａ 試合会場レポート 試合番号 203 開催日 2021/01/10
第73回全日本バレーボール高等学校選手権大会女子 会場： 東京体育館

観客数： 0 開始時間： 14:10 終了時間： 16:00 試合時間： 01:50 主審： 新沼　美穂 副審： 大信　寿洋
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＜要約レポート＞
　決勝戦は、２５大会ぶりの優勝を目指す就実（岡山）と、２９大会ぶりの優勝を目指す大阪国際滝井（大阪）の一戦となった。
　第１セット、どちらも譲らない展開が続いたが、均衡を破ったのは就実だった。周田が奮起し、一挙に２１－１６と点差を離し、このセット
を制した。
　第２セットは就実が序盤で４－０とするが、大阪国際滝井は清岡の活躍で６－４と逆転する。すると就実は、途中交代の３年生セッター吉田
が深津めぐみと息の合ったコンビで再度主導権を奪い返す。追いつきたい大阪国際滝井だったが、最後は深津めぐみのスパイクを止めきれず、
２５－２０で就実がセットを連取し、優勝へ王手をかけた。
　第３セット、後がない大阪国際滝井は中本を中心にアタッカー陣が躍動し、１４－５と点差をつけた。就実も深津姉妹にトスを集め、少しず
つ点差を詰めるが、大阪国際滝井が逃げ切り、２５－２２でセットを奪い返した。
　第４セット、流れを掴んだのは就実だった。周田、曽我のスパイクが光り、２１－９と大差をつけ、優勝を大きく手繰り寄せた。大阪国際滝
井は中本に勝負を託すが、流れを取り戻せず、２５－１２で就実がこのセットを制し、悲願の優勝を掴み取った。

作成者： 戸塚　旭

※本票の著作権は、公益財団法人日本バレーボール協会に帰属します。


